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受
け
付
け
・
相
談

市
・
都
民
税
の
申
告
書

交
付
は
６
月
中
旬
以
降
に

市

・

都

民

税

課

税

証

明

書

共
同
出
張
相
談

所
得
税（
還
付
申
告
）

・
市
・
都

民

税

２００１．２．１１（２）

「
こ
の
木
、
肌
が
白
い
わ
ね
。

シ
ラ
カ
バ
か
し
ら
」「
そ
れ
に

し
て
は
ず
い
ぶ
ん
あ
ち
こ
ち
黒

い
わ
ね
」「
空
気
が
汚
れ
て
い

る
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
」

初
め
て
見
た
人
に
は
い
さ
さ

か
気
に
な
る
木
で
あ
る
。
白
い

肌
に
黒
い
縞
模
様
。
そ
の
名
も

ヤ
マ
ナ
ラ
シ
と
い
う
ち
ょ
っ
と

変
わ
っ
た
名
前
の
ヤ
ナ
ギ
科
の

落
葉
高
木
。
ポ
プ
ラ
の
仲
間
で

葉
は
卵
形
。
表
は
な
め
ら
か
で

つ
や
が
あ
り
、
裏
は
白
い
。
ま

た
こ
の
仲
間
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
葉
柄
の
形
が
左
右
か
ら

押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
よ
う
に
扁
平

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
風

に
吹
か
れ
る
と
、
葉
が
左
右
に

揺
れ
て
互
い
に
触
れ
合
い
カ
サ

カ
サ
と
音
を
立
て
る
の
で
あ

る
。
特
に
秋
風
の
吹
く
こ
ろ
、

こ
れ
が
三
、
四
本
あ
る
だ
け
で

周
り
に
ザ
ワ
ザ
ワ
と
い
っ
た
賑

ま

や
か
な
音
を
振
り
撒
く
。
こ
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
「
山
鳴
ら
し
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
は
珍
し
く
三
度
も
雪
が

降
り
、
寒
い
日
が
続
い
て
い
た

た
め
か
、
野
山
の
木
々
は
ま
だ

芽
（
目
）
が
覚
め
な
い
。
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
だ
け
は
寒
さ
に
震
え
な

の
ぞ

が
ら
銀
白
色
の
花
穂
を
覗
か
せ

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
芽
は
や

や
脹
ら
ん
で
き
て
は
い
る
も
の

の
、
赤
茶
色
の
花
穂
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は
ま
だ
一
月

先
の
よ
う
で
あ
る
。

木
の
材
質
が
軟
ら
か
く
て
軽

い
た
め
、
昔
は
箱
を
作
る
の
に

用
い
ら
れ
た
。
そ
れ
で
別
名
ハ

コ
ヤ
ナ
ギ
と
も
呼
ば
れ
る
。
町

田
で
は
大
変
珍
し
い
木
で
、
か

つ
て
開
発
計
画
が
あ
っ
た
時
、

そ
こ
に
自
生
し
て
い
た
何
種
類

か
の
樹
木
と
共
に
救
出
し
て
も

ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
成

果
は
貴
重
な
自
然
を
残
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
人
た
ち
の
強

い
熱
意
に
対
す
る
理
解
が
あ
っ

て
の
こ
と
。
し
か
し
今
で
は
そ

の
当
時
の
苦
労
を
伝
え
る
「
語

り
べ
」
は
も
う
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
っ
た
。
幸
い
に
も
移
植
さ

れ
た
木
々
は
み
な
元
気
に
成
長

し
、
今
年
も
そ
の
新
し
い
年
輪

を
重
ね
て
い
る
。

（
大
蔵
町
・
中
野

進
）

ヤマナラシ（平成１３年１月２３日山崎町で
撮影）

市
・
都
民
税
、
所
得
税
、
事
業
税
の
申
告
書
の
提
出
期
間
は
、
２
月
１６
日（
金
）か
ら
３
月
１５
日（
木
）

ま
で
で
す
（
郵
送
可
）。
３
月
に
入
り
ま
す
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
・
都
民
税
に
つ
い
て
は
市
役
所
市
民
税
課（
�
７
２
４
・
２
１
１
４
〜
５
）、

所
得
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
町
田
税
務
署
（
�
７
２
８
・
７
２
１
１
）、
事
業
税
に
つ
い

て
は
町
田
都
税
事
務
所
（
�
７
２
８
・
５
１
１
１
）
へ
。
い
ず
れ
も
、
土
・
日
曜
日
は
お
休
み
で
す
。

市
・
都
民
税
の
申
告
書
の
受
け

付
け
は
、
市
役
所
１
階
市
民
フ
ロ

ア
ー
及
び
下
表
（
�
共
同
出
張
相

談
日
程
）
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

市
役
所
で
の
受
付
期
間
は
２
月
１６

日
（
金
）
か
ら
３
月
１５
日
（
木
）

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、

受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
と
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

で
す
。

市
・
都
民
税
申
告
書
は
�１
昨
年

申
告
書
を
提
出
し
た
方
�２
昨
年
町

田
市
に
転
入
し
た
方
�３
昨
年
３
月

に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
と
思
わ

れ
る
方
�４
昨
年
会
社
を
退
職
し
た

方
な
ど
に
２
月
９
日
に
送
付
し
ま

し
た
。
申
告
書
が
必
要
な
方
で
申

告
書
が
ま
だ
届
か
な
い
方
は
、
市

民
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。な

お
、
�１
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
方
�２
給
与
所
得
の
み
、
も

し
く
は
公
的
年
金
に
係
わ
る
所
得

の
み
の
方
で
、
給
与
の
支
払
先
も

し
く
は
社
会
保
険
庁
等
か
ら
市
役

所
へ
支
払
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る

方
（
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
除
き
ま
す
）は
市
・
都
民
税

の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
・
都
民
税
の
平
成
１３
年
度
課

税
証
明
書
等
の
交
付
は
、
３
月
１５

日
ま
で
に
申
告
し
た
場
合
に
は
６

月
中
旬
以
降
に
で
き
ま
す
。

な
お
、
期
限
内
に
申
告
し
ま
せ

ん
と
、
証
明
書
の
交
付
時
期
が
遅

れ
る
だ
け
で
な
く
、
納
付
回
数
が

少
な
く
な
り
、
１
回
あ
た
り
の
納

付
税
額
が
多
く
な
り
ま
す
。
必
ず

期
限
内
に
申
告
し
て
下
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
申
告
書
を
提
出

さ
れ
る
方
や
市
・
都
民
税
の
申
告

書
を
提
出
さ
れ
る
方
の
た
め
の
申

告
書
作
成
会
を
上
表
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

昔は箱の用材に

自
然
休
暇
村
は
、
長
野
県
南
佐

久
郡
川
上
村
の
標
高
１
５
０
０
メ

ー
ト
ル
の
高
地
に
あ
り
ま
す
。
悠

然
と
そ
び
え
る
八
ヶ
岳
や
、
高
原

野
菜
で
畑
一
面
が
緑
に
な
る
景
観

は
、
都
会
生
活
で
緊
張
し
た
心
を

優
し
く
い
や
し
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
新

緑
の
自
然
休
暇
村
で
大
い
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
下
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
利
用
は
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
で
き

る
の
は
、
市
内
在

住
、
在
勤
の
方
と

そ
の
家
族
で
、
２

泊
３
日
単
位
の
利

用
と
な
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
往

復
ハ
ガ
キ
に
「
自

然
休
暇
村
連
休
利

用
申
し
込
み
」
と

書
き
、
�１
利
用
施

設
名
（
本
館
ま
た

は
キ
ャ
ビ
ン
）
�２

希
望
す
る
日
程
の
番
号（
左
下
表
）

�３
利
用
予
定
人
数
�４
代
表
者
の
住

所
（
町
田
市
在
勤
で
町
田
市
外
に

お
住
ま
い
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記

し
て
下
さ
い
）・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
代
表

者
の
あ
て
名
を
書
い
て
、
２
月
２０

日
ま
で
（
必
着
）
に
大
地
沢
青
少

年
セ
ン
タ
ー
自
然
休
暇
村
担
当

（
〒
１９４
ー
０
０
２
２
、
森
野
１
ー

３３
ー
１０
、
森
野
分
庁
舎
内
、
�
７

２
４
・
２
１
３
１
）
へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
、
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。
当
選
さ
れ
た
方
は
指
定
さ
れ

た
期
日
に
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。

※
利
用
は
、
１
家
族
ま
た
は
１
グ

ル
ー
プ
に
つ
き
１
室
（
棟
）
で
、

ハ
ガ
キ
も
１
通
に
限
り
ま
す
。
重

複
申
し
込
み
、
第
２
希
望
、
定
員

を
超
え
た
利
用
申
し
込
み
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

※
キ
ャ
ビ
ン
の
各
タ
イ
プ
・
本
館

の
部
屋
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
ビ
ン
を
利
用
す
る
方
に

は
、
本
館
各
施
設
の
利
用
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

毎
年
に
ぎ
わ
う
自
然
休
暇
村

お

詫

び

本
紙
２
月
１
日
号
６
面
掲
載

の
公
民
館
市
民
講
座
「
源
氏
物

語
の
世
界
」
に
つ
い
て
手
違
い

に
よ
り
掲
載
が
遅
れ
た
た
め
、

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ご
案

内
チ
ラ
シ
と
異
な
っ
た
内
容
の

記
事
と
な
り
、
受
講
希
望
の
方

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

�問
広
報
広
聴
課
�
７
２
４
・
２

１
０
１

今年も多くの人が詰め掛けました

２
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
市

内
の
工
業
製
品
を
一
堂
に
紹
介
す

る
「
町
田
市
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０

０
１
」
が
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
（
�
写
真
）。

同
フ
ェ
ア
は
、「
町
田
発
�
世

界
へ
、
未
来
へ
。
育
て
よ
う
、
街

で
生
ま
れ
た
こ
の
工
業
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
業
種
・
業
態
を
問

わ
ず
企
業
の
持
つ
特
徴
あ
る
技
術

・
製
品
を
広
く
市
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
５
回
目
に
な

り
ま
す
。

今
回
は
、
�１
Ｉ
Ｔ
・
通
信
関
連

�２
電
気
・
精
密
機
械
関
連
�３
研
究

開
発
・
産
業
製
品
�４
環
境
・
リ
サ

イ
ク
ル
�５
介
護
・
生
活
関
連
製
品

�６
そ
の
他
及
び
複
合
的
分
野
の
製

品
・
技
術
�７
テ
ク
ノ
キ
ャ
ン
パ
ス

の
７
部
門
に
６６
企
業
・
団
体
、
６

大
学
・
学
校
が
出
展
、
自
慢
の
技

術
を
紹
介
し
ま
し
た
。

市・都民税、所得税、贈与税、消費税、事業税

自然休暇村（長野県
川上村）

ゴゴーールルデデンンウウィィーーククのの
利利 用用 案案 内内

ひひ
っっ
そそ
りり
生生
きき
るる
町町
田田
のの
自自
然然

（
そ
の
２３７
）

ヤ
マ
ナ
ラ
シ

町
田
市
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
０
１

今
年
も
大
盛
況
で
し
た

申告はお早めに

共同出張相談日程
会 場

南 市 民 セ ン タ ー

忠 生 市 民 セ ン タ ー

堺 市 民 セ ン タ ー

鶴 川 市 民 セ ン タ ー

なるせ駅前市民センター

小 山 セ ン タ ー

【注意事項】
１消費税、譲渡所得及び贈与税の申告相談は行いません。
２個人事業者の方は、税務署や税理士会の無料申告相談をご利
用下さい。

３混雑等の理由で、受付を途中で打ち切らせていただく場合が
ありますので、あらかじめご了承下さい。

４ご来場いただく場合には、筆記具・計算機等をご持参下さい。
５会場には駐車場の用意がございませんので、お車でのご来場
はご遠慮下さい。

時 間

午前の部
９：００～１１：００
午後の部
１３：００～１５：００

※昼休みは相談を行
っておりません。

開 催 日

２月２１日（水）

２月２２日（木）

２月２３日（金）

２月２６日（月）
～２８日（水）

３月１日（木）
～２日（金）

３月５日（月）

利用施設名・使用料表

１泊１室（棟）
当たりの使用料

８，０００円

５，０００円

４，０００円

４，０００円

施 設 名

本館（和室１０畳、定員６名）

Ａタイプ（和室８畳）

Ｂタイプ（ベッドルーム式）

Ｃタイプ（和室６畳）

キ ャ ビ ン
（台所、浴室
あり。定員
５名）

日程表

キャビン

４／２８～４／３０

４／３０～５／２

５／２～５／４

５／４～５／６

本 館

４／２９～５／１

５／１～５／３

５／３～５／５

５／５～５／７

番号

１

２

３

４


